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板東の記憶を世界の記憶に 主催：徳島県文化資源活用課・鳴門市ドイツ館
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 ― 巡回展の最終章・神戸へ 
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徳島県文化資源活用課
088-621-3267
鳴門市ドイツ館
088-679-9110

展示スケジュール
 ♦︎プレ講座（入場無料・申込不要）
　 　　　　「神戸と板東俘虜収容所 
　　　　　　       　― 捕虜が遺した文化と記憶」
      日時：2026年2月21日（土）
                   午後１時30分～午後２時15分
      会場：鳴門市ドイツ館　大会議室
　    　  （徳島県鳴門市大麻町桧東山田５５−２）　　
      講師：長谷川  純子（鳴門市ドイツ館・学芸員）
                  ※神戸展示の見どころを事前に紹介します。

♦︎展示解説（在廊対応）
　 神戸会場（新開地アートひろば・ギャラリー）
      日時：2026年3月20日（金・祝）
　 　　　 午後１時～午後３時
      担当：長谷川  純子（鳴門市ドイツ館）
                   ※会期中に担当者が会場にて在廊し、
                       展示解説やご質問にお応えします。

 時間：午前１０時～午後７時　  休：3 / 17
 会場：ギャラリー
         （兵庫県神戸市兵庫区新開地５丁目３−１４）
　 板東と神戸がつないだ文化の記憶を、現地でたど
る特別展示。音楽や出版を通じて、ふたつの土地に
刻まれた交流の軌跡をひもときます。
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関連イベント
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約
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門
市
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回
展
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門
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携
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収
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終
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ろ
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史
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ち
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。

 

「
記
憶
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
旅
」。
板
東
の
記

録
が
伝
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
、
い
ま
一
度
耳

を
傾
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

◾️特別展示：神戸会場・新開地アートひろば
　

 ▶︎ テーマ展示：「神戸と板東俘虜収容所 
                                              ―捕虜が遺した文化と記憶」
 会期：2026年3月13日（金）～3月22日（日）

　　　　　　　　　　　　　　　    ◎入場無料

元板東の捕虜 グロスマンの墓   再度山外国人墓地（神戸市）


